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築年の古い公的賃貸集合住宅のDIYリフtmuムによる実践的研究
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本研究では,DIYリフォームに関する文献調査および賃貸住宅のリフォーム経験のある居住者へのインタビュ・一一…一による実態調査の

分析結果を通して,公的賃貸集合住宅の改善のための条件と5つのDIYリフォームモデルを組み立てた。5つのDIYリフォL-一一一ムモデ

ルを実際の住戸でDIY作業によって実験試作し,作業時間・費用のデータを収集し,合わせて各モデルの特徴に対する検証と謂面を

行った。その結果,作業性や費用・期間の観点から各モデルが高い実現性を示した。さらに居住者の立場から,各モデルとも古い公的

賃貸住宅を個性化するという点で高い謂面を得ることができた。ただし,制度変更などの社会システムの課題は今後の検討とした。
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1.研究の背景と目的

大都市郊外部では,築年数の古い多数の公的集合住宅

がある。そして近年,住宅ストックが世帯数を超える中

で,都心回帰現象や最寄り駅直近に新規マンションが供

給などを背景に,こうした公的賃貸集合住宅は築年が古

いものから人気がなくなりつつある。また,今後建替え

が予定されていない昭和40年以降に建設された公的賃

貸集合住宅では,居住者は継続居住しながら,管理者の

対応を待つことになる。このように,多量の空家が発生

し衰退性を潜在的に持っている公的賃貸集合住宅では,

居住者をその地域内に留め,さらに新たな居住者を地域

に呼び込むような魅力をもつ再生計画が求められる。

分譲住宅であれば,築年が古くなっても,その都度の

居住者自身の計画修繕とその後の建替計画が可能である。

しかし,公的賃貸集合住宅では,公共の財産であること,

借家は家主が管理の面倒を見るという価値観などから,

居住者には限られた可変しか許されてこなかった。

公的賃貸集合住宅の居住者の中にも,住戸のリフォー

ムを行いたいという要望は高まっており,DIYリフォ

ームの要望も比較的高い文D。しかし,こうした要望に

は対応がまだ不十分であり,住空間の改善とインテリア

の個性化という居住者の要求は抑えられている。

ただし,公的賃貸集合住宅でも,住戸内部では低頻度

な計画修繕および退去者が出た空き家への点的なリニュ

ーアルとリフォームの方法は存在している。しかしそれ

らは,近代的な住戸に改善することとして計画化(制度

化)されてきたが,居住者の改善欲求は必ずしも近代的

なものだけではない。これまでのフリープランやユーメ

イクと呼ばれるリフォームができる公的賃貸集合住宅は

システム住宅であり,居住者の真のニーズには合わない。

そこで,本研究は,築年の古い公的賃貸集合住宅で抑

えられてきたリフォームに対する居住者の欲求を適切な

改善意欲としてとらえ,改善意欲に応えるリフォームの

方法を明らかにするものである。特に,居住者のニーズ

と経済的な制約を前提として,築年の古い公的賃貸集合

住宅での継続居住支援の一環のための比較的安価なリブ
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オL-一一一ムの方法としてDIYリフォーム(Do-lt-Yourself,

居住者自身の作業によるリフォーム)に着目し,そのモ

デルや実現のための技術や方法を検討・提案する。

このDIYリフォームの方法は,従来のマス対応のシ

ステム的な方法ではないリフォーム技術となりうるもの

である。一般には古く汚いと思われる住戸でも,その真

価を知る居住者が,その住要求に基づいたDIYを施す

ことにより,さらなる価値向上を図ることができる。ま

た,築後年数の古い賃貸住戸リフォームを個別ニーズに

対応できるようにすることで,若い居住者を地域に呼び

込むような魅力をもつ住宅供給システムとなりうる。こ

のDIYリフォームの手法を探求することによって,郊

外団地の再生に資することが,本研究の狙いである。

DIYリフォームの研究の歴史は浅く,近年若干の研

究成果がみられる。まず大野隆司文2)らの一連の研究が

あるが,構工法からのアプローチで戸建て住宅を主に扱

っている。また,山崎古都子文3)らの研究は,住宅管理

という視点からのアプローチで,分譲系・戸建てを対象

としている。公的賃貸住宅の住まい方調査には伝統があ

り蓄積も膨大であるが,その居住者のDIYによるリフ

ォームという観点で調査されたものは,初見学文4)らの

研究などが見られるが,少ない。また,DIYに通じる

インフィルに関する可変性の研究が多いが,主に部品化

による可変性実現に関するものが多く,入居者の改変ニ

ーズに照らした方法論は探求されていない。

これらの既往調査に対して,本研究は築年の古い公的

賃貸集合住宅のDIYリフォームという新しいモデルに

ついて提案するものである。

2.研究の方法

2-1.研究のフロー(図2-1)

研究は次の3段階で行った。第一段階は,DIYリフ

ォームモデルを検討するための基礎調査であり,公的住

宅のリフォL-・一一・ムに関する制度調査,DIYリフォームに

関する文献調査,賃貸住宅のリフォーム経験のある居住

者へのインタビューによる実態調査で構成される。

第二段階は,得られたデータよりDIYリフォームモ

デルの検討条件を設定し,築年の古い公的賃貸住宅にイ

ンテリアテイストを実現する5つのリフォームモデル

を組み立てた。
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第三段階は,5つのDIYリフォームモデルを実際の

住戸でDIYによって実験試作し,その内容の検証と評

価を行い,モデルを社会的に制度化できるかどうかの視

点から検討した。

2-2.研究の対象

DIYリフォームモデルの組み立ての対象は,公的賃

貸集合住宅のうち,日本住宅公団(現在,都市再生機構

(以下,都市機構))が昭和40年代に供給したニュー

タウン・団地の住戸とした。その理由は,今後建て替え

の対象とされていない,都市機構が管理する昭勅40年

代の住宅が,全国的に広く分布し,その戸数が多いため

である。また,それにともない,実態調査は,都市機構

の賃貸集合住宅(以下,UR賃貸)を対象とした。

3.DIYリフォーム推進上の課題の整理

3-1.原状回復について

賃貸集合住宅には一般的に原状回復に関する契約条件

がある。これは,賃貸借契約終了時に,住戸を賃借人が

貸主に返すにあたって,建物を借りたときの状態(原

状)に戻すことである。原状回復にあたるかどうかは,

ガイドライン文5)がありそれに沿って判断される。その

うちの大きな条件は,

①賃借人が取り付けた造作(エアコン等)の撤去や,

模様替えをした内装の復元は,賃借人が負担する。

②賃借人の故意や不注意で発生した破損や汚損の修繕

は賃借人が負担する。

③自然損耗・経年劣化による破損・汚損についての修

繕は貸主が負担する。

こととなっている。

以上から考えると,賃貸集合住宅のDrYリフォv-一一一ム

を現行の契約上で考えるとすれば,原状回復を前提とす

る必要があるが,今後の制度化では,回復の可能性や必

要性などが,制度の要件として問題になるであろう。

3-2.模様替え制度について

UR賃貸には模様替え基準という特別な制度がある。

これは,都市機構の定める範囲内において,居住者が自

らの負担により住戸内設備等の改良(模様替え)を行え

るようにしたものである。その一部に原状回復義務が免

除される模様替え注1)がある。ただ,その条件では,使

用する材料,仕様,施工方法が,都市機構の定める仕様

に合致していることが求められている。

つまり,原状からインテリアを変更するにあたっては,

都市機構の許可が必要となり,さらに使用する材料,仕

様,施工方法に制限がある。居住者の個性的なDIYに

よるリフォームを実現するにあたっては,様々な制約が

あることが分かる。
図2-1研究のフロー
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4.DIYリフォームの実態調査

築年の古い公的賃貸集合住宅の居住者で,リフォーム

や修理を行った世帯にインタビュー調査と撮影調査を行

い,住戸リフォームの課題,実態,ニーズを把握した。

実態調査の目的は,築年の古い公的賃貸集合住宅の改

善に適したDIYリフォームの前提条件やモデルを検討

するためのデータを収集することである。

4-1.調査の概要

実態調査は2005年に,千葉海浜ニュータウン内の高

洲団地(UR賃貸,昭和48年入居開始)の25世帯を

対象として行った。調査方法は,各対象者の自宅を訪問

してのインタビュー調査を行うとともに写真撮影・図面

調査を行った。

居住年数別の世帯数は,30年以上:10世帯,20年

～30年未満:8世帯,5年～10年未満:3世帯,5年未

満:4世帯であった。なお,「居住年数の比較的長い世

帯の住宅がどのような状態になっているかを把握するこ

と」「居住年数の比較的短い世帯に居住する若い世代の

意識を把握すること」を理由に,20年以上の居住世帯

と10年未満の居住世帯に調査対象候補を絞った。

インタビュー調査では,改善すべき具体的な課題の抽

出,およびリフォームの目的・内容・方法・費用・期間

などの分析を行った。また,写真撮影・図面調査では,

DIYリフォームの可能性,潜在的なニーズを分析した。

4-2.インタビュー調査

居住者によるリフォ・一一・一ムの実態,賃貸住戸のDrYリ

フォームへの意見をインタビューによって把握した。

1)居住者によるリフォームの実態

居住者による自主的な発注や作業によるリフォームを

対象として,リフォームの目的,内容,費用,期間等に

ついて25世帯にインタビューを行った。対象としたリ

フォーム件数は80件であった(表4-1)。

①目的別リフォームの内容

リフォームの目的は,補修,機能向上,個性化に分け

られる。補修のためのリフォームは,壁紙やふすまの張

替え,畳替え,塗装などがあり,37件あった。機能向

上のためのリフォームは,押入改造,棚の設置,洗濯機

置き場の製作,便座の変更などがあり,34件あった。

個性化のためのリフォームは,付け鴨居の塗装,塗装は

がし,ウッドカーペット化などで,9件あった。

②作業主体別リフォームの内容

作業主体別にリフォームを分類すると,業者に発注す

るものと自ら作業を行うDIYに分けられる。全体のリ

フォームのうち,業者は33件,DIYは47件であった。

補修の作業主体は,業者に発注するケースが多いが,

表4-1居住者によるリフォームの一覧

      目的箇所リフォーム内容作業主体
      業者DIY合計

      補修居室浴室キッチン壁紙張替え5510
      ふすま張替え448

      畳替え(含表替え)一一一一一一一一一'一一一一一サッシュの塗装一一一一壁の塗装40-2一一一2-40一一一旦.41-一一生2-一一一z1
     

 
1ゴー一一一一旦31      一一一一一一一タイルひび割れ補蔭一ゴー一一クッションフロア貼り一『一一一一一一一一一一一床の塗装

      小計211637

      機能向上居室押入改造145
      欄間の取り外し011
      棚の設置213
      吊戸棚取り付け011

      家具製作一一一一一一一カーペットー01一一〇一一一コ0-LoO-12一一一〇一一一一一一一a1一一一一1-一一r-1-一幽'一一1-一一11-1      

      ウッドカーペット『一一一一一一一一一一一一一一折戸取り付け一一一一一一一一一一一天井幕一一一一一一一電気ブレーカーの増設一一　一一一一一一一スイッチ・コンセントの増設一一一一一一一一一一一一スリーブ穴1-一一

     
 

1-一一」二1…fO

      キッチンクッションフロア貼り101
      浴室浴室ドアの取替え101
      洗面室洗濯機置き場の製作055

      トイレ便器の交換303      暖房器具設置一一一一一一一コ21--21-一一一4      便座(温水洗浄)の変更
      小計122234

      個性化居室付鴨居の塗装一一一一コ0-1bOO一一一1-1-一一一L121-一一一」1-一一1      付鴨居の塗装はがし一一一一一一一一一タイル敷き一一一一一一一一一漆喰塗り装飾       2

      玄関装飾011
      トイレ装飾011
      バルコニーウッドカーペット011

      小計099
      合計334780

機能向上は,DIYによって作業するケースが多い。こ

れは,機能向上のリフォームがそれほど大掛かりな内容

ではなく,自らの作業で工夫しながら居住性を改善でき

るためであると考えられる。

③リフォームの費用

リフォームの費用は,居住者の記憶があいまいで,多

くが不明であったが,リフォームの内容,作業主体(業

者あるいはDIY)によってさまざまであった。業者に

よるリフォーム費用は,約30,000円～約200,000円と

さまざまで平均は77,100円であった。一方,DIYによ

るリフォーム費用は,0円～約70,000円で平均が

15,800円であった。

④大がかりなDIYリフォーム

部屋の雰囲気を大きく変えるDIYを行った事例が2

例(写真4-1)あったが,その他は「押入れの中段はず

し」程度の比較的簡単な事例(写真4-2)であった。

写真4-1雰囲気を変えた事例(上)

諜

6
嚢
。
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鍵擁
雛
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編毫

写難押入れの中段は諾囎擁愚薩

　

難≠叢饗
織療鞭

霧諺

薮編
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2)賃貸住戸のリフォームへの意見

賃貸住戸の改善・リフォームに関してインタビューし

た。数量データではないので,統計分析はできないが,

賃貸住戸の改善・リフォームに関する居住者の考えや課

題が多様であることが分かった。賃貸住戸を自らリフォ

ームするということに対しては,基本的に肯定的な意見

が多く伺えた。

ただし,その前提条件である「費用負担」や「原状回

復義務」等については,様々な意見があった。

①費用負担にっいて

費用負担については,自由にリフォームできるなら居

住者が負担してもよいという意見と,負担したくないと

いう意見に分かれる。

〈居住者の費用負担〉の意見

・住み良くするためには多少は費用をかけても良いと思っている

(60代女)

・自由にできるなら自己負担でもかまわない(30代男)

・自分好みにしていいなら多少お金を出してもいい(60代男)

〈費用負担したくない〉意見
・管理者がリフォームすべきものと,自分のために必要なものなら

払ってもよいものとがある(70代男)

・少しでも管理者側で負担してもらえると助かる。実費が必要であ

るなら,あまりやりたいと思わない。(70代女)

・自由にやっていいといわれても,お金を出すには抵抗がある(60

代男)

②原状回復について

調査事例では,必ずしも原状回復の契約義務という

UR賃貸住宅の規定に従うものではないケースも含まれ

ており,居住者のニーズの強さを見ることができる。一

方で,原状回復の契約義務のために,自住戸の改善のた

めにリフォームしたいという欲求が抑えられており,原

状回復義務の制度の変更を望んでいる様子が伺えた。

〈原状回復〉に関する意見

・永く住むのであれば,リフォームは必要。必要に応じてリフォー

ムしていける制度が必要(50代男)

・退去時に原状回復の義務があるが,もうぼろぼろなので,自分で
リフォームしてもいいと思う。きれいな状態で過ごした方が気持

ち良い(70代男)

・自己負担でリフォームしたものを置いていってもよいという,原
状回復の必要がなければ,やりたい(60代男)
・現状を壊してはいけないという意識がある。その範囲内で何かし

なければと考えている(40代男)

・家を改装・模様替えするのが好きなので,何かやりたいとは思う

が,賃貸だとやりようがない(60代女)

・20年以上住んだら原状回復免除などのようなルールがあればよ

い(50代男)

4-3.写真撮影・図面調査

写真撮影と図面調査から,DIYリフォームを検討す

るにあたって,以下の内容が把握できた。

1)家具・物品の量(写真4-3)

居住年数が長期に経過した世帯(20年以上)で家具

や荷物が多い傾向がみられ,家具で壁面全体が占められ

ている世帯もある。また,インタビューから,家具が多

いことが,模様替えやリフォームの意欲を阻害している

ことが伺えた。一方,居住年数が10年未満の世帯では,

世帯年齢が若いという傾向があり,それにともない家

具・物品が比較的少ない。

転醜齢、_論4

秘
ゴ

囎繍
く鍵鎌・・
・欄露、'七離
 、無、隠

薄ひ懲
幅

9'、鉱榊

家具が多い物品が多い比較的少ない

写真4-3家具・物品量の比較

2)壁面利用(写真4-4)

居室のすべての壁面に設けられている付け鴨居を中心

として,様々な物品が掛けられたり,飾られたりしてい

る。付け鴨居に取り付けられる物品は,時計・カレンダ

ーという機能的なものが多く,さらに絵画,写真などの

畿
焦煽調健…
'欄漁_・・'甲

ヴノヤみ

馨繍糞

慧

灘養、・

写真4-4壁面利用の状態
装飾・展示物,帽子,衣類などさまざまである。

これは,壁面の下地がコンクリート(ボードなし)で,

釘等が打ち込めないという理由が大きい。一方で,壁面

の高さ2mの箇所に巡らされた付け鴨居が,掲示や展示

等の場所を限定していることが明らかになり,壁面の乱

雑さを発生させている可能性を把握した。

4-4.実態調査のまとめ

リフォームや修理を行った世帯へのインタビューを中

心とする調査の分析から,DIYリフォームモデル検討

のために,以下のようなデータを得た。

①補修や機能向上のためのリフォームが多く,個性化の

ためのリフォームが少ないこと。

②大がかりなリフォームはほとんどないこと。費用もあ

まりかけていないこと。

③以上の理由は,原状回復義務があるためで,これによ

ってリフォーム意欲が抑圧されていること。

④実際の居住状況から,室内には家具や物品が多く,長

期居住者のリフォームを難しくしていること。

⑤壁面の下地の制約や付け鴨居があることにより,壁面

利用に制約があり,かっ乱雑さを発生させていること。

5.文献調査によるDIYリフォーム事例分析

インテリアのDIYに関する文献を対象として,DIY
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事例の分析を行った。書籍や雑誌には読者ニーズとして,

あるいはトレンドとしてのDIY事例や内容が多数掲載

されている。そのため,これらの記事について,DIY

リフォームのタイプや,ニーズを分析することにより,

DIYリフォームの前提条件やモデルを検討するための

データを収集することを文献調査の目的とした。

その内訳は,1万円～10万円未満の事例が最も多く

43.2%,次いで1万円未満の事例が23.5%,10万円～

20万円未満の事例が18.5%で,8割強が20万円未満の

費用であった。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5-1.調査の概要

2005年に市販されている住宅のDIYを扱った書籍・

雑誌を47冊蒐集した。47冊は,[インテリアのDIYリ

フォーム(13冊)1,[インテリア家具のDIYリメイク(8

冊)],[修理・修繕のDIY(13冊)],[DIYの基礎講i座

(5冊)],[家具製作のDIY(4冊)],[特殊なDIY(4冊)]

に分類された。

この中から,DIYリフォームの事例分析に適した[イ

ンテリアのDIYリフォーム】に分類された13冊にっ

いて,記事内容から,すべての事例とその部位ごとの

DIYリフォームについて分析した(表5・1)。

事例分析の項目は,住宅形式,築年数,住宅規模,費

用総額,期間,DIYリフォームの目的,DIYリフォー

ムの対象とする部屋・箇所・作業内容とした。

表5-1分析対象の書籍名と事例数

235% 432% 18.5%擁;1n.81

    分類NO書名事例箇所・数部位数

    インテリアのDIYリフオーム(13冊)1せのインテリアvo口50170
    2。屋のリフォームが△でできる98114

    34インテリア・マジックお。屋改造思いのまま!一一一自分でできるかんたんリフォーム2249-一一一一一52142
    5Doseries自分ででる110万円で1的リフォー一ム1974
    6分でつくるナチュラルインテリア84279
    7オレンジページインテリアvol.371483

    8910大一!DIYリフオームー一一一一一一一一一一一一一一1万円以下でできるちょこっとリフォームー一一一一一一一インテリアJACKvoL111581861622てア7
    11。屋テクMAGAZINEvol.24098
    12男のインテリアBIBLE,。屋つくり2593
    13のンーIvol21735

    冨5431457

5-2.調査の結果

13冊の書籍・雑誌に記載された事例数は全部で543

事例あった。また各事例は書籍・雑誌の紙面で,箇所や

部位ごとで分割して紹介される場合が多く,その総数は

1,457件であった。以下に,分析項目ごとの傾向につい

て述べる。

1)事例ごとの分析(事例数:543事例)

①築年数

築年数について記載のあった事例は73事例あり,10

年ごとに築年数を区切ったところ,すべての年代区切り

で,ほぼ同程度の事例数があった。31年以上40年未満

の事例が21.9%あった。

②賃貸物件の事例数

賃貸集合住宅のDIYリフォームについて扱った事例

は110事例あった。

③DIYリフォームの費用(図5-1)

費用の総額について記載があった事例は81事例あり,

ロ1万未満ロ1万～10万未満ロ10万～20万未満

020万～30万未満圏30万～50万未満團50万～

図5-1DIYリフォームの費用

④DIYリフォームの作業期間(図5-2)

作業期間について記載があったものは63事例あり,

その内訳は,1日未満のものが最も多く34.9%,次いで

2ヶ月以上が23.8%,3日未満が17.5%であった。6割

が1週間未満で行う作業であった。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

n=63

ロ1日ロ3日01週間【コ1ケ月未満圏1～2ケ月幽2ケ月以上

図5-2DIYリフt一ムの作業期間

2)箇所・部位別の分析(箇所・部位別数:1,457件)

①DIYリフォームの目的

DIYリフォームの目的は,個性化のために行ってい

る事例が89.1%と最も多く,次に,機能向上のために

行っている事例が36.0%であった。なお,補修のため

に行っている事例は,修理・修繕に関する文献を分析対

象外としたため2.7%と少ない。

②DIYリフォームの対象室(図5-3)

居室を対象とするDIYリフォームが最も多く64.9%,

次いで,キッチンが17.2%であった。その他に,トイ

レ,玄関,洗面,ベランダ,浴室があるが,例数は少な

 い。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

649% 172% n=1329

ロ居室ロキッチンロトイレロ玄関國洗面圏ベランダ(庭)國浴室

図5-3DIYリフォームの対象室

③DIYリフォームの対象

DIYリフォームの対象は,部屋を構成する建築要素

である床・壁・天井・収納・建具・開口部や設備と,固

定されない生活備品である家具・雑貨・照明・家電が挙

げられた。

これらのうちDIYリフォームの対象として比較的多

く挙げられたのは,建築要素としては,壁が15.2%,

床が8.1%,収納が6.4%で,生活備品としては家具が

31.2%,雑貨が10.5%,照明が4.2%であった。比較的

に生活備品を対象とするDIYリフォームが多く取り上
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げられている傾向があった。

④DIYリフォームの作業内容

DIYリフォームの作業は以下のように分類された。

・組立:材料の組み立て,積み重ね,組合せ等の作業

・取付:ネジや釘,接着剤で材料を取り付ける作業

・貼る:布,シート,テープなどを貼り付ける作業

・塗る:塗料等を塗布する作業

・かぶせる:布をかぶせたり,物を覆う等の作業

・吊るす:天井や棚等から材料を吊す作業

それぞれの作業の割合は,組立が31.3%,取付が

19。6%,貼るが173%,塗るが13.3%,かぶせるが

9.1%,吊るすが7.2%,その他が4.2%であった。

⑤対象別のDIYリフォームの作業内容

対象として比較的に多く挙げられた建築要素と生活備

品について,作業内容の割合をみた。

・対象として比較的多い建築要素の作業内容(多い順)

壁…貼る:26.2%,塗る:22.3%

床…貼る:39.5%,かぶせる:27.2%

収納…組立:52.2%,取付:15.2%

・対象として比較的多い生活備品の作業内容(多い順)

家具…組立:46.2%,取付:20.3%

雑貨…組立:22.3%,取付:19.4%

照明…組立:55.4%,吊るす:12.5%

5-3.文献調査のまとめ

書籍・雑誌の分析から,DIYリフォームモデル検討

のために,以下のようなデータを得た。

①費用の多くは10万円未満で,多くても20万円未満

と,比較的安価であること。

②作業期間は比較的短い期間であること。

③目的の多くは「個性化」のためであること。

④対象室の多くは居室であること。

⑤対象の箇所は,壁・床・収納と家具・雑貨・照明が比

較的多いこと。

⑥作業内容は,組立・取付・貼るが比較的多いこと。

6.DIYリフォームモデルの組み立て

これまでの2っの調査分析のまとめを踏まえて,DIY

リフォームモデルの検討と提案を行った。

6-1.提案の前提

提案は,契約条件や制度を通した住宅管理者のもつ現

実性と,居住者のリフォーム要求に応える理想性をバラ

ンスよく合わせもっ必要がある。しかし,本研究の時間

的・費用的な制約のため,以下のような前提条件のもと

で,UR賃貸住宅を対象として,DIYリフォームモデル

を検討・提案することとした。

①現行の契約条件(原状回復義務)の変更の有無

契約条件を無視した提案が課題解決として意味を持た

ないことと,契約条件の変更をも視野においた提案が居

住者自身の改善要求を実現化する方法であることから,

本研究における提案は,現行の制度を遵守した提案と,

契約変更を含んだ提案の,2つのレベルの提案を行う。

②居室を対象とする

住戸には,居室,水回り(キッチン,風呂,トイレ)

などの室があるが,ニーズの高さから,およびインテリ

アの個性化を含む総合的なリフォームが必要とされるこ

とから,居室を対象としたモデルを検討する。

③新規入居住戸を対象とする

長期居住者の居室は,多くの家具や物品で占められて

おり,居住しながらのDIYリフォームを大きく制限し

ている。そのため,本研究では,新規入居の際にDIY

リフォームすること,比較的に物品の少ない居室でのリ

フォームを前提とする。

④コスト・時間的な条件を考慮しない

DIYリフォームにかけるコストは安価なこと,時間

は短期間であることが望まれる条件であるが,居住者の

特性やライフスタイルによって様々であるので,モデル

検討においては具体的には考慮しない。

⑤インテリアテイストは深く探求しない

インテリアの個性化を実現するリフォームモデルを検

討するが,居住者の趣味・嗜好やライフスタイルによっ

て,インテリアのテイスト(イメージ例一和風地中海

風,北欧風など)は様々であるので,特定のインテリア

テイストに限定して探求せず,常識的なイメージの一例

を扱った。

6-2.DIYリフォームモデルの構築

以上の提案の前提と2つの調査分析からDIYリフォ

ームモデルを構築した。

1)モデルの条件

DIYリフォームモデルの条件は以下の2つとした。

①リフォームの目的への対応

調査から得られたリフォームの目的には,機能向上,

個性化,補修の3つがあったが,一般的に行われている

補修を除いた2っの目的を対象としてモデルを構築した。

A)「個性化」のためのモデル

古く画一的なインテリアテイストを居住者の趣味・嗜

好,ライフスタイルに合わせて個性化するDIYリフォ

ーム

B)「機能向上」のためのモデル

押入れ改造,家具造作,畳のフローリング化などの,

使い勝手や機能を向上するためのDIYリフォーム

②原状回復義務への対応

DIYリフォームの真価は居住者の自由な発想と望む

雰囲気によって自らの居室を改造できることにある。し

かし,賃貸リフォームの制約となっている現行の賃貸借
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契約には原状回復義務があり,それへの対応として以下

の2つを考える。

a)「原状回復」するモデル

原状回復を前提とし,DIYの構成物を退去時に撤去

するDIYリフォーム。

b)「DIY存置」するモデル

制度変更を前提として,DIYの材料や構成装置は無

回復で存置し,再賃貸を可能にするDIYリフォーム。

モデルの条件と技術的な対応の検討から図6-1のよう

なDIYリフォームモデルの骨格が生まれる。図6・1の

ア)は,「個性化」と「原状回復」の組合せで,原状回

復のしやすさの程度から「大がかり」「装置化」「模様

替え」の3つのレベルを想定し提案する。イ)は「個性

化」と「DIY存置」の組合せで,ウ)は「機能向上」

と「DIY存置」の組合せである。これらから以下の5

つのDIYリフォームモデルを導出した(表6-1)。

2)技術的な対応

次に,以上のDIYリフォームモデルの条件を実現す

るための対応技術を検討した。

①原状回復の容易性の確保

インテリアの個性化の程度は原状回復の容易性と深く

関わってくる。一般的に,個性化が大(自由度が大)な

らば原状回復が大変で,個性化が小(自由度が小)なら

ば原状回復も少なくて済むであろう。期待されるのは,

個性化の程度が大きくても原状回復が少なくて済む方法

である。

ここでは,建築的な装置(パネル等)を壁側に装着し,

その装置上では個性化を自由にするような「装置化」の

方法を考える。このパネルは,賃貸借契約終了時に容易

に取り外すことができポータビリティの高いものとする。

②DIY存置のための品質確保

存置して再賃貸することを前提とすると,一定のイン

テリアパターンを提示し品質を誘導するような方法が必

要になる。

ここでは,あらかじめいくつかのインテリアテイスト

のパターンを用意し,材料・工法がパッケージ化された

システムを考える。個性化の自由度には制約があるが,

品質は確保されうる。

目的への対応

A)個性化

原状回復への対応
ア
)

a)原状回復

)イ

B)機能向上 )ウ b)DIY存置

ロ大がかり

口装置化

口模様替え

3)DIYリフォームモデル

図6-1DIYリフォームモデルの骨格

1.オv-一一一ルフリーDIY(個性化・原状回復前提)

インテリアテイスト,工法,材料などすべてを居住者

が自由に決定できるモデルである。個性化の程度は最大

となるが,原状回復の負担も大きい。新規入居時に短時

間でリフォームすることもできるし,必要があれば,居

住しながらでも長期間にわたって少しずつ手を加えてい

くこともできる。

H.カスタマイズDIY(個性化・原状回復前提)

原状回復をしやすくするために,パネル等の装置を用

意し,パネル上で居住者が自由にインテリアテイストを

カスタマイズできるモデルである。パネルは壁面の一部

あるいは全面にネジ等で固定される。原状回復がしやす

いように工夫された工法なので退去時には簡単に取り外

し,持ち運びできる。

m.表層模様替えDIY(個性化・原状回復前提)

原状回復を前提とした表層だけの模様替え的なモデル

である。材料を釘や画鋲を使って,掛ける,かぶせる,

表6-1DIYリフォームモデル

     一モ丁ル概要目的への対応原状回復への対応主な材料・工法1ポータビリティ
     オールフリーインテリアテイスト、工法、材料などすべてが居住者【個性化】【現状回復】工法、材料などすi材料は廃棄
     DIYの自由によるモデルである。個性化の程度は最大と個性化の程度現状回復の負担がべてが自由1

     なるが、原状回復の負担も大きい。は最大大きい

     カスタマイズ原状回復をしやすくするためのパネル等の装置があ【個性化】【現状回復】パネルは壁面にネパネルを持ち
     DIYり、パネル上は居住者のカスタマイズによって自由パネル上で制現状回復は比較的ジ等で一部、全面運ぶ

     になるモデルである。パネルによって居住者のイン約される簡単で固定される1
     テリアを誘導するものでもある。

     表層模様替原状回復を前提とした表層だけの模様替え的なモデ【個性化】【現状回復】材料を釘や画鋲を容易に取り外し
     えDIYルである。材料を釘や画鋲を使って、掛ける、かぶせ材料が制約さ現状回復は比較的使って、掛ける、かができる

     る、吊す等のみであるので、原状回復は最も容易でれる簡単ぶせる、吊す等の
     ある。み

     テイストパッケージあらかじめいくつかのテイストのパターンと、その材【個性化】【存置】住宅の管理者が許基準がクリアさ
     DIY料、工法のパッケージを提供するモデルである。個選択性制度変更が必要可できるテイストやれていれば存

     性化の自由度は制約がある。テイストの例としては、基準がクリアされる工法1置ができる
     和風、北欧風、アジア風などが挙げられる。必要がある

     機能向上特定の機能や場所を改良するためのモデル。住宅【機能向上】【存置】住宅の管理者が許基準がクリアさ
     DIYの管理者が許可できる工法の検討や、制度変更が制度変更が必要可できるテイストやれていれば存

     必要となる。例として、押入れ改造,家具造作,畳の基準がクリアされる工法1置ができる
     フローリング化が挙げられる。必要がある、
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吊す等のみであるので,原状回復は最も容易である。個

性化の自由度は少なく,ある程度誘導されている。新規

入居時や居住しながらでも作業ができ,居住者のアイデ

ィア次第で可能性が広がる。

IV.テイストパッケージDIY(個性化・DIY存置)

あらかじめ数種のテイストのパターンと,その材料の

仕様,工法のパッケージを提供するモデルである。個性

化の自由度には制約がある。また,住宅の管理者が許可

できるテイストや工法の検討や,制度変更が必要となる。

施工方法が決められたパッケージのため品質が確保され

るため,存置(再賃貸)が可能となる。テイストの例と

しては,和風,北欧風アジア風などさまざま考えられ

 る。

V.機能向上DIY(機能向上・DIY存置)

特定の機能や場所を改良するためのモデルである。住

宅の管理者が許可できる材料の仕様や工法の検討と,制

度変更が必要となる。仕様や工法が定められるため,存

置(再賃貸)が可能となる。例として,押入れ改造,家

具造作,畳のフローリング化が挙げられる。

7.DlYリフォームの試行実験と検証・評価

提案した5つのDIYリフォームモデルについて,

DIY作業による試行実験を行い,DIYに適したリフォ

ームモデルの検証と評価を行った。

7-1.試行実験の概要と検証・評価の考え方

高洲団地の住戸の1室を利用して,2006年に5っの

リフォームモデルのDIYリフォームの試行実験を行っ

た。試行実験の目的は,DIYリフォーム作業に係る時

間や費用から実現可能性を探ること,それと同時に,必

要な技術的支援方策を探り,公的賃貸集合住宅に適合す

るDIYのあり方を推理することである。そのため,実

際に居住者がDIYとして行う作業とは異なるプロセス

を踏んでいる。

試行実験の作業は,本研究の委員が中心となったが,

検証の必要性に応じて,技術検証についてはUR賃貸

居住者や学生の参加を得て,また専門性や技術の検証に

おいては,リフォーム技能者の参加を得て行った。

検証は,試行実験に要した時間や費用の記録とともに,

作業参加者へのインタビューによって行った。また,居

住者に対してインタビュー調査を行い,DIYリフォー

ムモデルの実現性の評価を行った。

7-2.実験と検証の結果

1)DIYリフォームの計画

5つのDIYリフォームモデルを実験するために,そ

れぞれのDIYリフォームの実験パターンを計画した。

特に,モデルの提案では具体的に限定していなかったイ

ンテリアテイストについては,比較的共通認識があると

考えられるテイストをモデルごとに一っずっ取り上げた。

原状回復義務に対する考え方を基準として,制限のない

DIY(以下の1)と,制限を加えるDIY(1以外)を

区別した。その上で工法は,基本的に1人でも施工可

能な方法を前提とした。作業時間については,おおよそ

の予定を立てたが,検証によって明らかにする対象とし

て,特に限定を設けなかった。また,費用については,

研究予算の関係から上限予算を20万円と仮定したが,

同じく検証によって明らかにすることとした。

これらの前提から5つのリフォームモデルの実験計

画を以下の通りとし,データの収集を行うこととした。

1.オールフリー一一・DIYの実験

インテリアテイストを「地中海リゾート風」とした。

主なDIY作業は,下地準備,床タイル貼り,壁塗装の

3工程である。床材の変更については,詳細図によって

レベル合わせ,遮音性能の確保を検討した。

II.カスタマイズDIYの実験

3段階の実験を計画した。装置としてのパネルを作成

し,既存壁面の上に取り付ける。最後に,パネルの上に

ディスプレイ棚の取り付け及び間接照明の取り付けを行

 う。

皿.表層模様替えDIYの実験

インテリアテイストを「アジアン風」とした。主な

DIY作業は,材料加工と,模様替えである。布を押し

ピンで吊るす,布やすだれを掛ける,アジア風家具を配

置することでアジアンテイストをだすことした。

IV.テイストパッケージDIYの実験

インテリアテイストを「和風旅館風」とし,2段階の

実験を計画した。まず,DIYリフォームの作業ではな

いが,事前に和風旅館風のテイストを構成する材料・パ

ーツのパッケージを作成する。この作業では,住戸の採

寸を行い,1日程度で組み立て可能なようなパーツを作

成する。次に,それらのパーツをDIY作業によって組

立て,設置する。

V.機i能向上DIYの実験

機能向上のオプションとして「畳床のフローリング

化」とした。主なDIY作業は,下地準備,フローリン

グ材貼りの2工程である。レベル合わせ,遮音性能の確

保を前提として,置き床工法を採用した。

また,すべてのモデルのリフォーム実験後に解体・撤

去を行い,その容易性を検証する。特に,上記1～皿の

モデルは原状回復を前提としたモデルであるため,解

体・撤去の検証も重視する。

2)DIYリフォームの実施

以上の計画に基づき,5パターンのDIYリフォーム

実験を行った(図7-1)。実験の順序は,つくり込みの

程度と解体・撤去のしやすさの想定から,III→H→1→
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図7-1DIYリフォームの実験結果注2)
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IV→Vの順とした。

実験用の対象居室は,研究期間と予算の制約から

2DK住戸注3)の1室(6畳)とした。そのため,住戸

形式や規模とDIYのあり方については,今回は取り挙

げていない。

3)DIYリフォームモデルの検証

検証は,作業時間,材料費のデータと,作業参加者の

インタビューによる作業のしやすさ,解体・撤去のしや

すさ等の視点から行い,各DIYリフォームモデルの概

念や特徴との整合性について検証した(表7-1)。

①作業性

作業性については作業時間,作業の難度から検証した。

作業時間は,各モデルともほぼ想定通りであったが,

オールフリーDIYにおいてより多くの時間を要した。

作業の難度については,居住者の参加によって検証し

た。この結果,正確な寸法合わせと,仕上げの性能担保

の2つについて難度が高いことが明らかになった。特に,

寸法合わせについては,住棟建設当時の施工不良から,

床レベルの調整や入隅等の直角合わせに困難を伴うよう

である。このような作業においては,実験では,リフォ

ーム技術者のアドバイスによって作業を進めたが,実際

のDIYにおいても,その必要性が認められた。

②必要経費

オールフリー一一DIYと機能向上DIYがそれぞれ30万

円近いなど比較的高めであるが,モデルの特徴を考えれ

ば妥当な金額であろう。その他のモデルは10万円前後

であり,当初の想定通りの金額であった。

また,解体・撤去費用であるが,オールフリーDIY

のみに係る費用であったが,無駄な廃棄物を出すという

点で,オールフリー一一・DIYリフォームには,廃棄物処理

の計画が必要である。

③原状回復

原状回復が必要な3つのモデルであるが,オL-一一一ルフリ

・-DIYが壁紙の貼り替えが必要であったのに対し,残

る2つのモデルは,材料を解体・撤去するのみで原状回

復できたことを確認した。これは,各モデルの概念の通

りであることを示している。

④その他の課題等

前述したが,住棟建設当時の施工不良から,材料の寸

法合わせが難しいということが明らかになった。カスタ

マイズDIYやテイストパッケL-一一一ジDIYでは,フレキシ

ブルに現場合わせが可能なパネルやパッケージの検討が

必要であろう。

また,現場作業時の音(ドリル音,たたき音)につい

ても,今回の実験では近隣に事前に承諾を得ていたため

問題にはならなかったが,実際の作業時にも,必ず事前

承諾を得ることなどの注意が必要である。

7-3.評価の結果と考察

それぞれのDIYリフォームモデルの特徴と実験結果

について,10名(20代～60代の男3名,女7名)の

居住者からインタビューによって評価を得た(図7-2)。

評価は,個性化,魅力,作業のしやすさ,モデルへの要

望などとした。

1)個性化・魅力性について

個性化は機能向上D][Yを除くすべてのモデルで達成

されているとの評価を得た。ただ,テイストパッケージ

表7-1DIYリフォームモデルの検証

        一モァル作業性必要経費原状回復その他の課題等        作業時間作業の難度主な工具リフォーム解体・撤去

        オールフリーDIY78時間床のレベル調整,合板の敷きつめ,タイルの割付,コーキング材による目地埋め,に多くの作業時間を要する現場における正確な寸法合わせ(床のレベル,直角合わせ)が必要なことが明らかになった丸ノコ,タイルカッター,コーキングガン¥310,000コーキング材に多くの費用を要した¥45,000壁2日,床1日を要した¥20ρ00壁紙の貼替えをおこなった建設当時の施工不良のため,寸法合わせが難しい
        カスタマイズDIY40時間パネル同士のダボ接続,において多くの作業時間を要したパネル作成・設置は正確さが必要である。パネル設置後は居住者のレベルに応じたDIY作業が可能である。材料運搬に困難が伴うことが明らかになった。振動ドリル,電動ドリル,のみ,かなづち¥84,000¥01時間で可能であった¥0解体・撤去のみ壁に穴を開ける作業で振動ドリルの音の発生がある
        表層模様替えDIY4時間押しピンで吊るす・布を掛ける・家具や雑貨を置く,といった簡単な作業のみドライバー,かなづち¥99,000「…らしさ」を追求し,費用を要した¥030分で可能であった¥0解体・撤去のみ特になし
        テイストパッケージDIY3.5時間(+20時間)D正Yによる組立て・設置には時間要しないことが分かったが,パッケージ作成には多くの時間を要した基本的なD:Y工法により組立て・設置ができる。(パッケージ作成は,組立て・設置作業を見こしての工夫と,住戸の寸法をあたりながらでの作業が必要で,非常に難しい)ドライバー¥128,000必要なし必要なしフローリング材のはめこみ作業でたたく音の発生がある
        機能向上DIY22時間フローリング貼りに多くの作業時間を要した現場における正確な寸法合わせが必要。また,仕上げの性能担保には一定の技術を必要とする丸ノコ,かなづち,スコヤー,あて木¥268,000必要なし必要なし建設当時の施工不良のため,寸法含わせが難しい
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図7-2DIYリフォームモデルに対する評価

については,自分の好みに合う選択肢がなければ魅力が

少ない,との意見があった。

また,魅力性については,表層模様替えDIY以外は

高い割合で支持を得た。表層模様替えDIYにっいては,

方法自体には特に新しい提案は含まれておらず,現行で

も可能な方法であるためであると考えられる。

2)作業のしやすさと実施希望について

作業のしやすさと実施希望を聞いた。作業が難しそう

にも関わらず実施してみたいモデルとして,オールフリ

ーDIYと機能向上DIYが挙げられた。表層模様替え

DIYとテイストパッケージDIYは実施してみたいとい

う希望が比較的高いが,カスタマイズDIYの意向は比

較的低めであった。

抵抗がある作業として,特に女性の居住者から,振動

ドリルなどの電動工具を使うことが挙げられた。また,

作業のために家具や畳を動かしたり,廃棄したりするこ

とへの抵抗感があった。

ただ,作業の難易に関わらず,自由度の高いDIYリ

フォームモデルの実施希望があることが伺えた。

3)原状回復と存置の条件について

各モデルの条件でもある原状回復と存置の可能性につ

いて聞いた。まず,原状回復を前提とするモデルである

が,表層模様替えDIYは全員が原状回復を肯定してい

る。オールフリL--DIYおよびカスタマイズDIYでは,

過半が原状回復を肯定するが,中には管理者や次の入居

者による買い取り希望がそれぞれ3人ずついた。

○オールフリーDIYに対する意見

・自分でお金を掛けて良くしたものを,退去時に解体してしまうの

はもったいない。次の入居者との交渉により,買い取ってもらい
たい(30代女)

・もしかすると気に入ってくれる人もいるかもしれないので,完全
に元に戻す必要もないと思う(20代男)

○カスタマイズDIYに対する意見

・次に借りる部屋の寸法に合うかどうかわからないし,処分にも困

る(20代男)

・次の入居者に買い取って欲しい(30代女)

○テイストパッケージDIYに対する意見

・他人に譲るのはいや(50代女)

・次の入居者との交渉により,買い取ってもらいたい(30代女)

一方,存置を条件とするモデルであるが,それぞれ過

半が存置を肯定するが,存置ではなく管理者や次の入居

者による買い取り希望がそれぞれ2人,ずついた。

このことは,今回提案した存置という制度変更だけで

なく,管理者や次の入居者によるDIYリフォーム構成

内容の買い取りというしくみや制度変更の検討が必要な

ことを伺わせた。

8.考察

本研究では,DIYリフォームに関する文献調査,賃

貸住宅のリフォーム経験のある居住者へのインタビュー

による実態調査の分析結果を通して,DIYリフォーム

モデルの検討条件を設定し,公的賃貸住宅のための5

っのリフォームモデルを組み立てた。さらに,その5つ

のDIYリフォームモデルを実際の住戸でDIY作業によ

って実験し,その内容の検証と評価を行った。

実験の結果と検証から,作業性や費用・期間の観点か

らその高い実現性が伺えた。また居住者の評価を通して,

各DIYリフォームモデルは居住者レベルでは,古い公

的賃貸住宅の個性化という視点で高い評価を得ることが

できた。以下,本研究からの提言と課題を考察する。

提言の要点は「居住者の期待に応えるDIYリフォー

ムが必要」であること,すなわち居住者には個性化の要

望があり,DIYリフォームはそれに応える方法となる

ことである。

しかし,住戸リフォームの方策を居住者に開放してい

くことは,住空間の個性化という点からも,確かに必要

な方向であるが,公的賃貸集合住宅でのリフォームであ

れば,やはり一定のルールが必要になろう。民間賃貸で,

オーナーが個別的にDIYを許可できるのとは異なり,

公的賃貸集合住宅はいわゆる公共財であることから,相

応のDIY化の制度と対応するシステムが必要になる。

これまでの公共住宅のほとんどは,スケルトン建築と

して建設されていない。そのために居住の契約において

も,スケルトンとインフィルを分離して契約することは

出来なかった。現状のストックとしての公共住宅におい

て,DIYによる模様替えやリフォ・一一一一・ムを許容するには,

契約の上でスケルトンへのDIY作業を制約するなどの

ルールが必要になる。またどのようなD]yによるもの

であろうとDIY後の住戸の管理方法を,あらたに研究

しルールを構築して行かなくてはならない。この課題は,

本研究の目的の範囲を超えているが,公共賃貸住宅の

DIYを可能にする基本的な課題である。本研究だけで

は,この基本課題を解決できない。

公共賃貸集合住宅へのDIY導入の課題について,建

築的な特色で設定したモデルの実験からであるが,特に

建築技術に関する,以下の検討が必要であると考える。

①DIYの性能担保
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DIYの性能は居住者の技術レベルに委ねられる。本

研究で提案したモデルは,性能を確保する仕組みや,イ

ンテリアデザインを誘導する仕組みを内蔵したモデルと

なるように計画した。公共住宅の居住性を担保するとと

もに,周辺の住宅への悪影響をさけるために,性能を担

保する技術が重要である。また,同時にDIY作業の性

能を担保するために,以下のような性能誘導,人的支援,

技術指導のサポートが必要であると考えられる。それも

DIYに対応して,公共が直接支援するのでなく,地域

社会における専門技術を持った居住者などからの「優し

い」支援がふさわしいし,重要である。

・DIYアドバイス(性能誘導)

居住者の要望に対応した工法,材料,技術アドバイス,

など,構想段階から作業完了段階まで性能を誘導

・DIY出張サポート(人的支援)

単独では困難な家具移動や,資材搬入,廃棄物処理な

どの実働のサポート

・DIY作業講習(技術指導)

DIY技術講習,や古い公的賃貸住宅固有の下地(コ

ンクリート),寸法への対処等の講習

②DIYデザイン・テイストの多様化

DIYテイストを誘導して個性化するモデルは,これ

までの古い賃貸集合住宅のイメージを大きく変化させる

ことから一定の評価を得たが,居住者のテイストの嗜好

の多様性を考えると,固定化されたテイストには魅力性

に一定の限界がある。ニーズ調査などによる要望の高い

テイストに絞り込むことが現実性が高いが,パターン化

したテイストを押しつければ,DIYの個性化を促進す

る特微と抵触する。今後の課題である。

③DIYの条件

スケルトン建築でないストックでは,DIYの制度化

を進めるには,DIYの範囲を制約する方法が考えられ

る。公的賃貸集合住宅であること,原状回復を前提とし

ていることを考えると,今回提案したモデルでは,間取

りの変更や,設備の改良などには触れないものとしてい

る。そこには,管理者が改修すべきものと,居住者が

DIYしてもよいものなどの明確な区分けの見極めが必

要である。これは,今後の制度化のための技術的な要件

となると考えられる。

④存置・継承の条件

試行実験の評価から,DIYの構成物を管理者か居住

者に買取りを求める意見があった。本研究では,一定の

性能を担保しうるキットによって存置するモデルも提案

したDIYリフォームによって,居住者は個性化が可能

になる。いずれにおいても,存置DIYの場合,公共住

宅需要者にとってその価値は継承されるかどうかは明確

でない。個性的なリフォームは需要に応えないという結

論がありそうだが,逆に価値が高いかもしれない。その

上でリフォームの対価という概念は成り立つのだろうか。

価値の有無,その管理の必要性の有無存置DIYへの

対応には,多数の研究課題がある。

⑤工事トラブルの予防と安全

居住者に委ねられるDIYでは周辺に工事のトラブル

や事故が発生することが予想される。DIYの性能担保

の項目で触れたように,技術的な工夫や人的支援,技術

指導のサポートによってトラブルや事故を発生させない

方策の検討が必要になるであろう。

最後に,DIYリフォームという従来にはないリフォ

ーム技術と供給方法は,新しい特性の居住者を地域に呼

び込むような魅力をもつ住宅供給システムとなりうるも

のと考える。この方式に対して制度的な整合を図ること

は,管理者の検討に任されるが,郊外の団地を再生する

ためにも積極的に取り組む必要があるのではないだろう

 か。

<注>

1)原状回復義務が免除された模様替えの代表的なものと
しては,床畳のフローリング化,壁紙の張替え,ふす
ま紙の張替え等があり,2006年からDK・和室の一室
化(間仕切り襖・中鴨居の撤去),DK等の引き戸の
取替え,押入れのクローゼット化等が可能になった。

2)作業時間は時間×人で示した(例えば2人で4時間作

業した場合は,8時間となる)。作業は,本研究の委

員と居住者が行ったが,いずれもほぼ同じ技術レベル
である。また,金額は,端数を切り上げて示した。ま
た,テイストパッケージのパッケージ作成はDIY作業
ではないため,時間,費用とも参考データとして書き
加えた。

3)DIYリフォームモデルは原状回復を前提としないもの

もあるが,試行実験においては原状回復ができるよう
専門的に工夫して行った。
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